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森 田 章 (東北大理)
1. こ.の SuH皿erSchool に出席してみて､私としては多くの点せ再教育さ
れ､有益であったB Sum erSchool開催までの娼係者の努力に感謝したいo
1.講義に対する d_iscu･qsidnが若干低諸であった様に思う｡ こノ九 は語学の
ハ ンディキャップもあったとは思うが､ 日本人の閉鎖的傾向が多分に影響し






1.記憶の新鮮なうちに講義録が読める様に講義録を出来 る長け早 く出版 して
欲しいO正式の印刷が遅れる場合には.後で本印刷を買うことを条件に仮印
刷 orコピ-を希望者に配布する様な方法を出来れば講じてほしいo
1. 講義内琴は大体あの程度でよかった様に思うo然しものによっ ては (例え
ば SchTifferとPineBの講義)もう少し elementaryな部分か ら始め
た方が長いと思う.
撃 想 4
和 田 靖 (東大理)
まず予想 と違っていたのは summerschoolというよりも invited1
talks に強い重点をおいた学会の様に感じたこと､出席者は研究者が主体で
P冒 ID. 前後の人達が少なかったことでした｡ このことが意かったという意味
ではありません坑 将来 ts,choo1,であるこ.とに重点をおきたいとお考えそ
したら､ 語のしかたも tinviもedtalks,式 よりももつと iecture的vc
した方が良いでしょうし､ 出席者の数､ 種類についても､ もう少し限定され
ても良いのでは考いか と思いますO無私 今年の様に幾分､学会的な会迄も､
大 きな意義はある串でlその形式を続けられ ることも二つのや り方だとも思 ･.こ,
います.
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